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地球温暖化防止
二酸化炭素の吸収

•海洋は年間 103億トンのCO2を吸収
•人為的に排出されるCO2（348億トン）
の約30％に相当（2024年）

プラス効果
適切に環境保全

• 干潟地質がCO2を湖底に固定
• 生態系（藻や水草）でCO2固定
• 都市型ヒートアイランド現象緩和

マイナス効果
放置すると

✓ 富栄養化で水質悪化
✓ 有機物分解でメタンガス発生
✓ 悪臭発生

干潟による地球温暖化防止



人間社会と干潟の関わり

• レジャー・観光地として・・・潮干狩り
• 漁業資源の供給
• 文化・歴史との結びつき

• 多様な生物種の保全（干潟固有の生物）

• 幼・稚魚の保育場の提供

• 鳥類への餌場・休息場の提供

• 海岸線の保全（波浪の抑制）

• 環境学習（干潟生物・鳥類の観察）

写真：谷津干潟自然観察センターHPより



干潟を守るため、私たちに
出来ることは？

•保護活動・自然再生事業の参加

•クリーン清掃活動・環境教育（漂着ごみの撤去）

•干潟に優しい社会作り（植林、エコトープ）

•地域の干潟保全活動へのボランティア参加
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